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 節杭の鉛直支持力
 関西大学山肩邦男武智工務所平尾幸太郎。大杉富美一
 '
 o,勿
 ∠序節杭の支持力機構に関する研究例は数少なく、国内に沿いては石堂に
 例を見るにすぎ老い。石堂によると、節部が互いに干渉し合うことの左い距離を隔
 ててカれば、節の下部にむいて杭の先端支持力的な抵抗を生じるため一般の杭より
 もみかけの摩擦抵抗が大きく左り・節部の断面積と等しい断面を持つ杭よりも支持
 力が大きく在るとしている。本報に寿いでは、円形断面の節杭を対象として、節部
 外形と等しい直径の円筒パ'イルと見なし、現場で実施されてきた鉛直載荷試験資料
 のうち～特にひずみ測定を行なった4/件を中心として、統計的な検討を加えた。'
 このうち、・杭先端部が砂質土の場合について支持力計算式を提示'した。
 ・Z資料の概要今回の検討に用いた節杭は、本体部直径d=30㎝で節部直径
 D=44㎝のもの、むよびd=3α3α"でD=・表一1腕先錨土質・激ジ去幟結果別』
 4裟5α"のもの2種類の円形断面であって、杭
 長さは“～12糀である。表一/に、施工法・
 先端土質沿よび試験結果別に分類して、載荷試
 験結果の件数を示した。同表中の資料は、ほと
 んどN値≦30の地盤に施工されたものであり
 試験法はA法多サイクルである。図!3
 に、杭先端土質が砂質土ρ資料で降伏
 祥
 荷重が確認されているものについて、敦
 杭先端部平均N色斑一(杭先端より上方い
 4b～下方/D間の平均)の分布を示
 した。R≦30がほとんどであること
 がわかる。なか表一!中に(1で示し
 た件数は、ひずみ測定を実施した資
 料を表わしている。載荷試験結果か
 ら降伏荷重Py卦よび極限荷重Puを
 判定した。Puまで載荷されたもの
 について、PyとPロの関係を示した」0
 緬
 のが図2である。ただし先端が砂質
 土の場合に限ってある として簗.5
 施工法による差は少凌ぐ、Pu≠"PyR鳳
 雛綻麟欝、鷺酬
 へ
 った。図加
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